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献茶式
町茶業振興協議会は、

4月19日に今年の川根茶
の発展を祈念する献茶式
を開催。
県茶手揉保存会川根支

部が前日に仕上げた今年
の新茶を奉納しました。

有志で手摘み
鈴木茶苑（徳山区）で

は、４月29日に有志を
募って手摘みを実施。
入退場自由のハードル

の低さに、子ども連れの
参加者も多く、和気あい
あいとした楽しいお茶摘
み風景が見られました。

今年も活躍
　「お茶摘みだけは、元
気に来てるよ」と笑う皆
さん。４月28日、相藤農
園（藤川区）では、ベテ
ランのお茶摘みさんが、
変わらぬ手つきで、全国
茶品評会の出品茶の摘採
を行いました。

――今年も町に活気が溢れる
新茶シーズンが到来しました―― もえぎ色きらめく三津間もえぎ色きらめく三津間

――８軒でつくる、今年の新茶――８軒でつくる、今年の新茶

三津間共同製茶工場の設備
この工場では、90kgを15分に1回
ペースで蒸機に投入。蒸機投入から
約4時間でお茶が完成する。 乗用摘採機で茶の収穫をする坂本組合長

適
期
摘
採
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携
が
生
む
、

―
―
今
年
の
新
茶

　

４
月
28
日
、
三
津
間
共
同
製
茶
組
合
で

は
、
も
え
ぎ
色
き
ら
め
く
新
茶
の
季
節
を

迎
え
、
茶
工
場
に
摘
採
し
た
生
葉
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と
運
び
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
工
場
内
は
活

気
に
溢
れ
、
地
域
一
体
と
な
っ
た
茶
づ
く

り
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
の
新
茶
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
順

調
な
出
来
と
な
り
ま
し
た
。
坂さ

か
も
と
ま
さ
し

本
政
司
組
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。

　

品
質
の
良
い
荒
茶
製
造
に
は
、
摘
み
取

る
時
期
と
加
工
の
速
さ
が
重
要
で
す
。
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摘
み
ど
き
に
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と
め
て
揉
む
こ
と
が
大

切
」
と
語
る
よ
う
に
、
組
合
員
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連
携
し

な
が
ら
一
気
に
製
茶
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
乗
用
摘
採
機
な
ら
一
人
で
も
作

業
が
で
き
る
」
と
、
省
力
化
の
工
夫
も
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
組
合
員
は
現
在
８
軒
と
、
当

初
か
ら
3
分
の
1
程
度
に
減
少
し
て
お

り
、
担
い
手
の
高
齢
化
が
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。「
続
け
ら
れ
る
形
に
し
て
い
く

こ
と
が
大
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し
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が
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も
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こ
の

時
期
だ
け
で
も
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わ
っ
て
く
れ
る
人
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れ
ば
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と
、
新
た
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担
い
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待
が
寄
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て
い
ま
す
。

組合員が生葉を投入する様子

ここにも、一つの物語。
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